
Ⅰ　国際ココア協定の目的

Ⅱ　当該協定の重点項目
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国際ココア協定苧案について

1966年の「国連ココア会議」（UnitedNations Cocoa 

Conference, 1966）は，「国連貿易関だ全然j(Unite<l 

Nations Conference on’l'rarle and D巴山中ment）の事

務総長の出席をえて， l9fiti今一5月23日か「， βH23日にい

たる1カ月にわたりニューヨークで開催された。そして，

この会議において作成されたのが本文だけで92ページ，

第1章か，， 1:i章におよぶ「国際ココア協定t同案J(Draft 

lntenwtionnl Cocoa Aド了間nent，以下「！必じ！と呼ぶ〉

なので、ある。

以下においては，この議案において盛られた重点事項

を検討しつつ，現在，世界のココア貿易がどのような問

題を持｝てL、るのかについナ，改めてmc，かにしてみた
v、。

I 国際ココア協定の目的

当協定原案の第1章第1条において示されてU、る目的

としては， l ）ココアの生i>(•. と消費が正常な di場取引によ

って調整されえない場企に起こるであろう経済的困難を

軽減すること，（2）長期にわたり生産者と消費者の双方の

利益に反する影響を与えるようなココア価格の激しk、変

動を阻止すること，（3；その｜弘氏経済がココア総出に対し

て大きく依存Aしているような生産諸国の外貨収入を保護

するふと，（」）生産者とm費者の双方にと》ご同じく適正
な価格を保証すること，などを列挙してU、る。

ここにあげた協定草案の目的を見るかぎり，現今のコ

コアの｜珂際貿易が，ひとつにはしばしば指指されてきた

ように，その国際価格におけるきわめて激しし、変動のあ

ることと，もうひとつにはココアの国際取引市場が正規

の需給関係によっては成立していないものであること，

などの叶題に直面しているととを表現したものと解され

る。

そこで， これらの問題を解決するために，この協定草

案では，第2章以下つぎのような構成のもとで，その具

体策を明示している。

すなわt,,

第2主主 用語の説明

第3挙協定加盟の資協

第4章組織および運営

第5章特権および免責

第6寧財政

務7寧価格，割当量，緩衝在庫，および非慣轡的消

設への転換

第81雲認可， Jf.録，飯売の報告，苦手i当量履行の記録
第9章生産および在庫調整の方法

第10章消費の拡大

第11意非加盟国からの翰入制限

~12章指名iお kび研究

第13意例外的事情下における義務の免除

第14章奥様および苦情

第15章最終規定

H 録 A, B, C, D 

日 当該協定の重点項呂

先にも指摘したように，とのココア協定においては，

その国際価格に関する問題が最大の主主点事項とされてい

る。そこで， r.L下においては18カ条にわたって価格や緩

衝在庫などの規定を明示した第7章について，今Lく詳

細に説明を加えることにしたい。

( 1) まず第7章の最初（第26条）では，「当該協定のメ

カニズムJと題して，この協定の諸目的を達成するに当

たってその加盟諸国は，同意した価格と国際ココア理事

会（TheInternational C田 oaCouncil）の指導のもとで，

販売割当制（salesquota system）が実施される結果成立

すると予想主れる価格とのあいだに，ココア価格を維持

することに同意しなければならず，緩衝在庫の$｛泌がと

とのえられ，ココアの非慣習がjな治安への転換も特にき

びしく規定されねばならないとしている。さらに，加i盟

諸国はすでに確立している貿易のルートにしたがい，当

該協定の枠の中で行動することに同意せねばならず，こ

の協定の発効期間中は，協定の諸目的が達成されうるよ

うにその貿易政策を遂行しなければならないと指摘して

いる。

(2) ついで，第27条においては「最低および最高価格」

(Floor and ceiling prices）を規定して，つぎのように述

べている。すなわち，この協定の目的達成のために，コ

コアの最低価絡は重量ポンド当たり〔〕アメヲカ・セン

ト，最高価格は質量ポンド当たり〔〕アメリカ・セント

と制定されねばならず，ココア理事会はいかなるときで
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も，もしそれらの価格が、＇ j該協定の諸目的遂行のために

不適当であると認定したときにはその最低，または最高

価格を修正することができる。この価格修正に、1，たって
は，理事会はココアの生産と消’伎のl'h¥'[r::，および現行自Ji

十円.／）乏＇i性についても考慮しなければなんない。

';: 1・，にこの協定の目的のとめに，コ， r v)j酒絡に関連
するいT）は毎日参照し ' --1 ク・ココア取引所

(Tl,e l¥ew York Cocoa Ex小川斗；c）ごは ii：今：，ロンド

ン先物市場（TheLondon Terminal Market）では取り｜

終了時での，ほぼ3カ月：先におけるココアぱの先物相場

を公定為替相場で重量ポンド：＇ jたり〔 〕アメリカ・セン

トで換算されねばならない。

このような方法によるよりも，より鴻切であると考え

ふれ／ユ'V1合には，理事会は，jlj(I)};/l：、によ｝てココアの毎

日ゴi11 j：＼.｝を決定することがてミ主る。

九＇＇i28条では「基本割、1i/J J (B川 cquotas）を規定

1. ：・，つぎのように述べて＇ '-'.'.1 o 

すなわち，それぞれの輸出闘は，本協；ど草案の付録で

あげられているように，基本の販売：在I]~1-\殺を持っており，

この答l出量は，この協定の最初の2年におし、て適mされ
るのである。そして，本協定の第3年凶の段初におし、て

理事会はその基本寄1t'i量；を再審し，この協定の浅余期間

にi宣1f j ・j・ベき基本自f'1最を／tiと十ることがヴきるo そし

C, i, L理事会が割、＇1最の変更にiぃL}L t，.，、j易（；には，
そハ）よ本割当量は引き続き；i,J,j,} J をいっ二とになる。

つぎの第29条は「年同Jl!f:-i－，＇，じ；JcrJ、1;MJ (Annual sale、
quりt，ト）と題して以下のように限定してL、る。すなわち，

それぞれの割、＇ i指定年次（quotayear）の始まる少なく

とも（ ）日以前に，理事会は年問販売割：月量には基づ

かない輸出量の推計と，次年度の世界のココア需要を推

計したものを選び出し，これらの推計によって，理事会

はきたるべき割当年次で加盟同のsnurnr;手E'M当震をただ
t，に決定することができる。そして，この：：r間奴完封内
出土｛、I録Aで明示されているぷ本吉＇］ ＇；：止と出例したもの
でなければならないが，それは刀｛｝（）トン）＇，（ 1：でなければ

Jみ鼻 r 」み，，
Jふ l 》I弘ぜ。

（五） 第31条は「割当最の範閤」（Scopeof quotas）と

越して，つぎのように規定している。すなわち，この協

定の規定にしたがい，年間および4If'，期の販売由1J'11量と

して含まれるところのものは，ひとつには加盟輸出国に

よるゴコア立の輸出販売であり，もうひとつは加盟輸出

I ＇~によ y て加工されたココア事川Iの輸出版定であるが，

そのj¥;jf「の加工製品は理事会によ♂ l 亡あんがじめ決定さ
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れた方法によりココア豆に換算されねばならなし、。

（日） 第33条では「年問販売割当量の調整」につu、ての

規定を示して，つぎのように述べている。すなわち，も

し汁ir{}UJ条件が変化してそれが必要とな dpた場子？には，

Jl~·ji：会は＇.i;tJ.、 1·1litについて再審し，その年rm敗売むl'.'i量を
幼呉~（I~に誠fをすることができる。そして， J[ft卓会はココ

)' （／寸断絡がm＿長（ポンドヨ当たり（B+Y），け／セントがある
L、はtBJ／こまP下落すれば，年問販売却：1,t誌を減少させ
ることができる。その場合， 2日間の討議によvても理

事会が割当盤削減についての合怠に逮しないときは，年

問販売制約最は自動的（automatically）に 3.5%まで削

減される。

きらにまた，ココアの価格が重量ポンド当たりで（A

X_l Ii引にまで上昇した場合，理事会は年間以完割当

J止を折、大することができる。そして， 2 II ！日j(I）討議のの

わもf堅守f会がおi当量拡大について合意にすそらない場合に

は， q二1::Jllix＇’5

もしもココアの価格が最高価格に途するかあるU、はそ

れを超えたとき，すべての販売制限の割当量制は停止さ

れ，価格が最高価格以下に低落するまでそれが続けられ

る。

(7) 第34条は「4半期販売割当量の調査盗」についての

民主主でおり，つぎのように述べてU、る。すなわち，先に明

ノドしf二日ii条に基づし、て年間販売却，，~1肢が変化したり，

あるいはなんら加わ調整を宅けた場合，理事会はただち

に •l ・1-,J日）O)版売；刊当量を変更するための行動を起こさね
t上、なんなし、。

(8) っさに，この第7章でひとつの中心的な項目とな

っている緩衝；在庫について，第38条は「緩衝在庫の設立

と運営Jと題し， 3ページにわたって詳しく規定してい

る。すなわち， 25万トンを超えない程度の緩衝在庫がこ

の協定の規定にしたがって維持されねばなんない。そし

て，二の協定において規定された緩衝な庫の管理，運営，

ifr,k以前：'!i－，および貯蔵とそれに伴う消毒，搬入・搬出，

保険， 'ii'理，検査などの費用の調達および運況について

は，本条（第鴻条）にしたがわねばならない。この緩衝

在庫を運用する資金を得るために，理事会は国際金融機

関，加盟国政府，およびその他の金融機関などから自由

先換貨幣（freelyconvertible currency）を借り入れるこ

とが認められてャる。それらの借入金は，ココアの現物

での分:ta，緩衝在庫によるココア販売，さらにその他の

収入などに上、て返済しなければな人ない。個々の政府

は，緩極r<rnトに伴う借入金の返済tこは責任は持たなヤ。
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：♂）待係］1「干喧l士、 1 I示品ポザ rのゴ二Ir-,;rにつL、て l
γd  ,_, "J・で二卜J'-i二の｝；］(, Cl可際空｛ ＼，／，；こ{llt人してき，ヒ

コヲアに分担金を，illすごとに上－，ご，正規t1ill'Z入を｛与る

ことができるつ IrlわJJl 2 };I]、＇'i年（two,1unta yearうでl土，

この分jll'J;:7 J ;:;1] f,-；土五！五ポLド'c':ifこり l? ／リカ・セ／

トでふる J そゴ〕f’c,:vJ l¥)JI日lについて，よそすこ）（土＇1£')/ii{Ii主に

問すと）f型事会川財政状態と義的に！日F，して分担金の；1;1Jii 

乞，）.：＿；じしなければならな＼ '0 

条文の及川を行な 3てきたのであるが，第－11条灯、十にお

いては，それぞれ，）ぎのようなl}'n]について ！t1としこい

る。

そして，個々のりII立愉,'l¥111は．そのいJ;p（，の：1 ci 7’1i¥i1 

i'.i'Al条 「緩衝在庫と通貨の再よ附fiJ

第11条九｝ ［通貨の綴tm111fi格の変化」

江＼42条 i緩衝｛ドl京の整理（清算、iJ 

:r;,niた 「故尚f副会ぞのlti＇蔵i
~44条 ,,Wtrl：品＇；＇Jココア消費，，v）転換」

:i¥がi泌11]＇：れるん：r'1H，こ， 5ff8.金に「唱する確l泌ifc11i){/Uv1 打、上で同際ココγ協定（了r奈）の慨要を説明したのぐ
暖／！とをIi台めなければなんない。 あるが，勺該協定iこよ J Pてココア1l［品の｜王i際取引につ」、

この1准，；2'.」H士、；バll;'i::の Uム；こりしと£之は，そのけ 亡のかなり，，；-'i'綱t..＿規定方：明主化されたと；＇jえるυ しかし

J旦余ぷ;JJj，，じされとい｝［干までに支Jムわれるこ主主：｛栄日正＇＿； tr, ながら，

たことに社しと珂＇ Jf；守守 主たはそのにil!H部品J;，こよ｝てた 11 協：i＇，訓ゴ11,l::v清己分をめぐる生産諸凶間におけるtJ

・I主;iLるのとあるu 立

ところて、 3、；3 7じほ，／）こl __ 1 fが人近 i}Ht'JIIJののよこ '.~ ココア消費凶の利益につし、 C，それをどの上うに

，：，に、 .1;11",'.i11,i,1: ！日fiJi，二上 lて総1111:::rtた円，｝JI！山総人[1，、！；ニ 汲みあげるか

仁 ご何人三れる山台、時 ι！T会；こけして乞Jム＂， -; ,~ ;:rtr1 iり 緩衝在庫の激i円fr:どの上うに解火ナるか

＼［）：につL、仁、＇JL見il'.Tt週刊jされに；／jll jご免除，＇ J,,,El円，＇；； などの花h，に関して依然として明解なか策は打ち！おされ

仏、erti'icυtc、ofFxemptiりllば Co山 il,ulio11）がたii主 てはおらず，このゴコア協定は今後も快亘な検討と協！討を

れる，， ( i切削 によ－，てよりい 1 そう ff）カかつ現実的な内ず干のもの－－，と

／コ三の:Cj;,l9条？は［認街｛r;夜九位rn1iにr,i,1jるll! ：＇~，＼；'s: れねばt,rJ＞ なし、と忠、わがJる c
7とどして， r，、 I、のようにi主〈ている。 (11 1) IH1 ::; 27 :1, r 1iJJ ,1、＼ A I / !1ζ 似 1:tLI行（the

すなわれ‘ 二，n！（：＇宮前向：庫♂＞T'f1宅ff(¥1λll山 CI)i土， ''; 11¥l!llllllltn i》片山） ,' r，ふ2
上明、）f会でJ氏；G＇＿；れた附則にしたが pご， 二日｝協定hの問 ( ' 2 ) /¥ '. -!, （.＇，令l,ilii名（them日 imumprice）ぐわ

定に.!ii;－；，、て花街了Fielc,n；軍！jJ, II落n,！以；己，および Cl 1 
アをi誌？？な状態 C'iげ蔵することなどに t~H:をれたねばな （減配例究部 品II弘氏山）

1・ 〉ないη

l_fi_にi1HlJlk主主lj＇＇＇.肢が，本協定の； ;f;：；：＼；長，，,trl.定のもと

にMi~xされるようなJ誌 ：，， 符f里苔は（ > 11n内に初、r;
i止の削減晶と同止のココアをfp;J々 の｝Jli;自治山田から賊n
するよう 111L d＇，なければならなレ t そこで， i：記のrp/1'.

を受けと｝Jli組柏市 IY~ ； ;;t ，その 1 コアがと定悼j{U1Fへ/JJiW 三

t1るlソ、市iにそのi1i-1rjへの契約を取り出すことができるわ

( rj1略〕

もし， ココアのirnお価1存が段高価終ど F：予しし、かそれ以

上に上昇した助｛；－，この管理Ifはかれが白illに処汁しう

るココアを！？「／てしるときには， 1JiJ',l;／.認 ~Ijの1U立のルー

トを通じて続守！？価格に上りモのココアをIV，：／，じする三と士

市し出る三どができ，それは I コアのすjJ場filri協が是正Milli

格より打、［・にH1存するか，あるν、i土カ寸Lが処分しうるコ

コアが伴無にhる主で続けられるつ

/¥ii) これまでは， t存ll条主での規定につv、て［部分i’めに
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